
ー且・ー

キ
ン

部
屋
と
も
い
ひ
、
逝
俗
に
御
涯
習
顕
と
も
い
う
た
の
一
金
城
深
秘
録
と
も
い
ふ
。
文
政
八
年
後
藤
彦
三
郎
和
一
亭
和
二
年
冬
京
都
の
番
緯
か
ら
出
版
し
、
之
を
前
編

は
頭
分
か
ら
勤
め
る
放
で
あ
ら
う
。
前
回
利
常
の
時
一
陸
の
箸
o
金
海
域
の
拍
車
、
城
内
の
名
跡
、
守
城
の
一
と
し
た
o
後
編
は
迭
に
鍛
刊
せ
ら
れ
な
か
っ
た
ゃ
う

の

移

本

次

郎

左

衛

門

・

荒

木

六

兵

衛

等

は

こ

の

取

に

一

手

記

等

を

記

す

る

。

一

で

あ

る

。

相
設
す
る
も
の
な
る
ぺ
〈
、
高
治
の
頃
に
は
桜
山
志
一
キ
ン
ジ
ヨ
ウ
ザ
ン
錦
按
山
江
沼
郡
大
現
寺
町
一
ギ
ン
シ
ョ
ウ
ブ
ギ
ヨ
ウ
銀
鈴
奉
行

J
ギ
Y
ザ

限

E
房
・
小
野
木
治
兵
衛
、
寛
文
に
は
長
搬
新
九
郎
一
の
西
方
に
接
す
る
山
で
、
山
口
宗
永
の
大
型
寺
城
の
一
ツ
カ
タ
ず
ヨ
ウ
ヌ
シ
グ
キ
銀
札
方
御
用
主
附
。

が
之
や
・
勤
め
て
ゐ
る
o
涯
賃
七
年
十
一

R
藤
間
卒
兵
一
在
っ
た
mmo
そ
れ
や
・
錦
城
山
と
い
ふ
は
、
務
政
時
代
一
キ
ン
ジ
ヨ
ウ
プ
ン
シ
ョ
ウ
金
援
交
紗
一
加
。

衛
安
勝
・
永
井
僧
七
郎

E
良
・
有
賀
甚
六
郎
政
箆
・
蔚
一
以
後
の
名
穏
で
あ
る
o
闘
に
地
側
に
金
城
山
と
世
抱
一
際
凶
縦
買
が
全
得
人
の
作
っ
た
明
治
時
代
の
波
文
を

煩
三
郎
兵
衛
安
制
に
命
ぜ
ら
れ
る
に
及
ん
で
、
全
く
一
し
た
も
の
あ
る
は
政
謬
で
あ
る
。
一
集
め
た
も
の
で
あ
る
。

後
慌
の
姿
で
あ
b
、
そ
の
後
小
泉
勘
十
郎
意
永
・
披
一
キ
ン
ジ
ヨ
ウ
サ
ン
カ
コ
ウ
金
按
三
河
考
一
加
。
↑
キ
ン
ジ
ヨ
ウ
メ
イ
力
プ
ン
シ
ョ
ウ
金
銭
名
家
女

川
安
左
衛
門
久
点
・
永
原
治
兵
衛
政
一
般
な
ど
皆
物
顕
一
宮
間
景
周
著
。
手
取
川
・
陪
川
・
浅
野
川
の
水
源
・
水
一
抄
一
加
。
若
者
不
話
。
明
治
維
新
の
前
後
に
於
け

で
之
を
勤
め
た
o
元
機
に
去
っ
て
は
御
奥
小
勝
・
御
一
服
・
名
癖
な
ど
に
就
い
て
記
L
た
も
の
で
、
惣
閥
風
土
一
る
金
持
の
文
士
、
商
坂
成
庵
・
臨
烏
制
熔
・
金
子
校
制
・

表
小
将
の
御
番
頭
・
御
櫛
同
も
常
役
を
勤
め
、
或
は
一
記
を
引
用
L
た
貼
な
ど
に
澱
諮
が
あ
る
o
一
永
山
亥
粁
・
際
削
除
竹
鷲
・
加
藤
訟
場
・
安
井
背
軒
七
家

御
使
番
か
ら
勤
め
る
讃
も
あ
っ
た
。
前
後
述
納
す
一
キ
ン
ジ
ヨ
ウ
シ
ッ
ク
ヨ
ウ
ヘ
ン
金
銭
失
縄
舗
一
の
文
三
十
除
縞
を
選
一
集

L
た
も
の
で
、
安
積
艮
滞
・

る

。

一

一

加

。

上

下

二

容

。

安

永

九

年

加

賀

務

士

高

川

持

続

一

古

賀

倒

湾

・

大

槻

椛

滋

・

醗

森

弘

熔

・

膝

搾

東

峨

・

緬

谷

キ
ン
ジ
ユ
ウ
ゴ
ン
シ
経
棚
田
勤
仕

J
オ
ソ
パ
マ
一
が
、
金
谷
一
御
殿
に
於
い
て
中
村
一
品
右
衛
門
玄
忽
脅
し
一
省
一
粁
及
び
前
人
世
間
鴻
等
の
批
結
滞
締
が
あ
る
o

一・・

ハ

リ

御

側

廻

。

一

・

ア

事

践

を

中

心

と

し

、

縄

々

の

服

械

や

加

へ

て

小

説

一

キ

ン

ジ

ヨ

ウ

9
ウ
セ
イ
シ
キ
金
按
隆
盛
私
記

キ
ン
ジ
且
ウ
バ
ン
涯
習
番
御
近
習
番
は
元
旅
一
風
に
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
自
序
に
東
武
講
師
采
三
一
加
。
元
隊
十
一
九
年
土
屋
義
休
者
。
金
持
城
の
創
始

三
年
十
周
六
日
小
持
組
里
見
勘
助
・
宮
町
勘
十
郎
・
南
一
屯
於
加
陽
金
城
下
放
宿
-
と
普
い
て
阿
る
が
、
務
人
一
及
び
城
下
紫
築
の
紋
そ
漢
文
飽
に
記
L
た
も
の
で
、

比
新
五
郎
・
神
尾
助
七
・
高
岡
部
凋
藤
次
・
佐
久
間
市
右
一
の
筆
に
成
る
も
の
で
あ
ら
う
o
一
銭
永
二
年
芭
月
大
探
君
山
の
践
が
あ
る
。

衛
門
・
御
馬
廻
組
駒
井
庄
太
夫
・
長
瀬
内
匠
・
悶
問
七
一
キ
ン
ジ
ヨ
ウ
ジ
ツ
チ
ン
シ
ヨ
金
銭
+
珍
所
一
一
キ
ン
ジ
ヨ
ウ
レ
イ
タ
タ
金
按
患
遺
金
津
衆
六

郎
兵
衛
・
永
原
清
左
衛
門
・
中
村
膝
左
衛
門
・
小
塚
替
一
加
。
金
持
小
永
野
の
三
浦
屋
、
春
日
の
鳴
輪
湖
、
折
一
問
内
に
在
っ
て
金
搾
の
池
と
も
い
ふ
。
芋
翻
膝
況
郎

左
衛
門
・
定
番
御
結
廻
組
山
下
音
左
衛
門
の
十
三
人
一
越
の
片
側
子
、
大
樋
の
松
門
、
法
飴
寺
町
の
番
町
、
猿
一
が
砂
金
脅
洗
う
た
所
で
、
そ
れ
か
ら
金
探
の
地
名
が

が
命
ぜ
ら
れ
、
毎
年
銀
二
十
枚
を
賜
は
っ
た
の
を
初
一
丸
の
釘
、
千
石
町
の
惣
線
、
小
姓
町
の
地
政
情
、
浅
野
一
起
っ
た
と
い
ふ
僻
読
そ
有
す
る
。
附
廷
に
あ
る
金
城

と
す
る
。
事
保
九
年
十
周
九
日
に
は
七
人
が
命
ぜ
ら
一
川
の
一
文
橋
、
惣
構
の
降
線
制
宇
一
十
珍
腕
と
見
方
.
て
一
穏
期
m
仰
の
築
傾
は
前
m
m
H
濃
の
斡
、
文
は
諒
削
胤
卿
、

れ
、
そ
の
内
三
人
は
御
射
手
で
あ
っ
た
。
是
は
御
射
一
て
之
そ
描
き
、
各
簡
に
一
依
・

3
蛍
・
談
二
・
埜
馬
・
雨
一
銘
は
渡
謹
提
の
選
に
成
る
。
末
尾
に
天
保
十
}
九
年

E

手
・
御
輿
風
か
ら
命
ぜ
ら
れ
る
初
で
あ
る
。
一
蝶
・
松
交
・
一
蜜
・
春
の
訪
・
泡
賂
・
牛
口
が
そ
L
ん
¥
一
月
と
記
さ
L
る
が
、
こ
の
碑
を
江
戸
か
ら
震
設
L
た

一

才

一

d

キ
ン
ジ
ヨ
ウ
金
裁
金
揮
を
唐
め
か
し
て
い
ふ
一
賛
し
た
も
の
で
あ
る
o
そ
の
中
牛
口
は
姿
水
の
一
説
一
の
は
弘
化
三
布
こ
用
で
あ
b
、
今
の
地
に
建
設

L
た

稿

。

金

府

叉

は

金

陵

に

作

る

こ

と

も

あ

る

。

一

で

あ

る

。

一

の

は

嘉

永

四

年

十

一

月

で

あ

っ

た

。

キ
ン
ジ
ヨ
ウ
ゲ
ン
ピ
ロ
タ
金
銭
態
秘
録

J
オ
一
キ
ン
ジ
ヨ
ウ
シ
ン
ピ
ロ
タ
金
城
深
秘
録
」
キ
一
キ
ン
シ
ロ
ク
金
士
銀
一
加
。
事
保
十
八
年
ニ

ホ
ツ
キ
ケ
Y

モ
Y

ロ
タ
大
槻
見
聞
録
。

y
ジ
ヨ
ウ
コ
セ
キ
ジ
金
城
首
蹴
諒
o

一
月
品
川
八
日
加
也
事
相
郎
廷
の
隠
鈴
木
軍
治
を
同
僚
姻

キ
ン
ジ
ヨ
ウ
コ
ザ
ダ
メ
ガ
キ
金
銭
古
定
書
キ
ン
タ
ヨ
ウ
ヒ
ヤ
タ

9
ツ
錦
按
百
律
一
加
。
一
叉
右
衛
門
が
酒
興
の
上
で
殺
害
し
て
脆
滞
L
た
鑓

ケ
イ
チ
ョ
ウ
サ
〆
メ
ガ
キ
慶
長
定
書
。
大
岡
節
城
箸
。
門
人
常
陸
の
佐
藤
子
服
、
棒
縄
の
石
一
に
、
軍
治
の
揚
偲
右
衛
門
は
仇
を
報
ぜ
ん
と
各
地
を

二
五
O

術
師
範
を

L
て
跨
る
の
を
突
止
め
た
。
然
る
に
博
右

衛
門
は
金
子
を
所
持
し
て
民
た
録
、
不
慮
の
死
守
途

げ
た
が
‘
周
務
士
成
瀬
叉
左
衛
門
と
い
ふ
も
の
、
傍

右
衛
門
の
生
前
助
太
万
脅
依
頗
せ
ら
れ
て
屑
た
義
理

を
守
。
、
悶
山
侯
の
許
可
を
得
、
彼
に
代
っ
て
仇
討

を
し
た
と
い
ふ
筋
の
小
設
で
あ
る
。

キ
ン
ス
イ
錦
水

J
ヨ
ネ
ミ
ツ
ヤ
キ
Y

ス
イ

米
光
屋
錦
水
。

キ
ン
ス
ナ
ゴ
金
砂
子
一

mm。
加
能
越
金
砂
古
・

三
州
紀
岡
・
三
陽
古
今
事
蹟
・
加
越
能
醤
跡
緒
の
別
名

が
あ
る
。
著
者
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
前
問
綱
紀
の

時
代
に
、
加
賀
滞
領
内
の
十
村
に
命
じ
て
書
上
げ
L

め
た
も
の
を
集
成
L
た
の
で
あ
ら
う
。
領
内
の
名

所
・
和
国
跡
・
寺
祉
に
つ
い
て
把
L
、
奇
談
・
珍
聞
を
も

併
記
L
で
あ
る
。

ギ
ン
ズ
ワ
ヰ
銀
仲
『
銀
ず
あ
ひ
』
と
書
い
た
例

も
見
え
る
。
諾
士
の
間
部
ふ
知
行
米
を
買
ひ
入
れ

て
、
之
を
米
商
人
に
挺
渡
す
も
の
は
仲
買
人
で
あ
る

が
、
そ
の
仲
買
人
に
封
L
.
富
裕
の
町
人
か
ら
資
本

を
融
遇
す
る
仲
介
染
者
を
銀
仲
と
い
ひ
、
銀
首
同
に

就
い
て
一
分
宛
の
手
放
料
を
受
取
る
償
習
で
あ
っ

た
。
こ
の
手
鍛
科
を
仲
貿
座
で
は
ず
わ
ゐ
銀
と
い

ひ
、
随
う
て
仲
介
染
者
の
こ
と
を
銀
ず
わ
ゐ
と
呼
ん

だ
の
で
あ
る
。
す
わ
ゐ
の
締
は
多
聞
院
日
記
に
、
『
天

E
二
年
十
二
用
銀
一
枚
代
三
石
八
斗
に
寅
之
。
ス
ワ

ヰ
三
斗
。
』
と
い
ふ
や
う
に
見
え
て
、
ス
ア
ヒ
の
誌
と

L
、
牙
倫
の
露
で
あ
る
。
明
治
元
年
五
周
加
賀
務
が

銀
札
を
駿
L
、
銭
札
宇
一
以
て
之
に
代
へ
た
後
は
、
銀

仲
を
銭
仲
と
い
う
た
。

ギ
ン
ズ
ワ
ヰ
ア
ヅ
カ

9
テ
ガ
タ
銀
仲
預
手
形

J
ギ
y
サ
ツ
銀
札
ハ
流
ν。

キ
ン
セ
イ
イ
ン
金
晴
院


